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人
間
学
部
人
間
文
化
学
科

の
杉
浦
ち
な
み
ゼ
ミ
が
、
専

修
大
学
人
間
科
学
部
社
会
学

科
の
嶋
根
克
己
ゼ
ミ
と
合
同

ゼ
ミ
を
実
施
し
た
。
初
の
試

み
で
学
生
た
ち
は
互
い
の
キ

ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
て
意
見
を

交
わ
し
、
学
び
を
深
め
た
。

　
12
月
６
日
に
は
嶋
根
ゼ
ミ

の
６
人
が
石
巻
市
を
訪
れ
、

東
日
本
大
震
災
の
被
害
と
復

興
の
歩
み
を
調
べ
た
。
杉
浦

助
教
、
ゼ
ミ
生
と
と
も
に
石

巻
中
央
公
民
館
、
大
川
小
学

校
跡
地
な
ど
を
見
学
し
た
。

　
杉
浦
ゼ
ミ
の
阿
部
佑
衣
さ

ん
（
３
年
次
・
宮
城
県
涌
谷

高
）
が
「
公
民
館
を
避
難
所

と
し
て
開
放
し
た
際
の
資
料

を
閲
覧
し
、
当
時
の
様
子
が

理
解
で
き
た
」
と
話
す
と
、

嶋
根
ゼ
ミ
所
属
の
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
の
留
学
生
、
リ
ュ
ー
・

ド
ー
・
カ
イ
ン
・
リ
ン
さ
ん

は
「
現
地
を
見
て
、
被
災
者

か
ら
話
を
聞
き
、
想
像
を
超

え
る
被
害
の
大
き
さ
が
伝
わ

っ
た
。
日
本
人
の
死
生
観
に

つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、
こ

の
経
験
を
生
か
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

　
20
日
に
は
杉
浦
ゼ
ミ
の
６

人
が
専
修
大
学
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス（
神
奈
川
県
川
崎
市
）を

訪
ね
た
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
を
テ
ー
マ

と
し
た
議
論
と
、
両
ゼ
ミ
の

４
年
次
生
に
よ
る
卒
業
論
文

の
概
要
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
杉
浦
ゼ
ミ
か
ら
は
高
橋
ま

な
き
さ
ん
（
４
年
次
・
宮
城

県
石
巻
西
高
）、
千
葉
美
沙

季
さ
ん
（
４
年
次
・
宮
城
県

岩
ケ
崎
高
）
が
卒
論
を
発
表

し
、
有
意
義
な
質
疑
応
答
が

あ
っ
た
。

　
杉
浦
ゼ
ミ
の
平
優
斗
さ
ん

（
３
年
次
・
岩
手
県
専
修
大

学
北
上
高
）
は
「
合
同
ゼ
ミ

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
違

う
視
点
の
意
見
を
聞
く
な
ど

全
て
が
い
い
経
験
と
な
り
、

学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
嶋
根
ゼ
ミ
の
秋
武
亮
太
さ

ん
（
３
年
次
・
山
形
県
日
本

大
学
山
形
高
）
は
「
石
巻
市

で
の
調
査
活
動
で
は
、
大
川

小
学
校
跡
地
を
見
学
し
た
こ

と
や
被
災
者
か
ら
聞
い
た
話

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
合

同
ゼ
ミ
は
東
日
本
大
震
災
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
」と
話
し
た
。

　
商
品
開
発
に
興
味
を
持
ち
、

石
巻
市
内
の
企
業
と
協
力
し

て
、
特
産
品
で
あ
る
練
り
物
に

付
加
価
値
を
加
え
た
地
域
ブ
ラ

ン
ド
商
品
の
開
発
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
石
巻
の
お
い
し
い
も

の
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
東
京
、
静
岡
、
青

森
、
山
形
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

の
重
要
性
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
多
く

の
人
と
出
会
い
、
食
べ
物
だ
け

で
な
く
、
人
や
環
境
な
ど
、
石

巻
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
で
は
、
進
路
支
援

室
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
趣
味
か

ら
考
え
て
み
れ
ば
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
美
容
業
界
を
志
望
。
２
年
次

ま
で
は
化
粧
に
興
味
が
な
く
、

ノ
ー
メ
ー
ク
だ
っ
た
私
が
、
化

粧
品
会
社
か
ら
内
定
を
い
た
だ

く
…
…
。
ど
こ
に
ど
ん
な
縁
が

あ
る
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
海
外
赴
任
も
し
た
い
し
、
ネ

イ
リ
ス
ト
の
資
格
も
取
り
た
い

し
、
商
品
開
発
に
も
携
わ
り
た

い
。
将
来
へ
の
明
確
な
目
標
を

持
た
ず
に
入
学
し
た
私
で
す

が
、
石
巻
専
大
で
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
挑
戦
し
、
や
り
た
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

（
宮
城
県
石
巻
商
業
高
、
内
定

先

資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン
）

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
、
石
巻
専
修
大
学
は
創

立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
建
学
の
精

神
「
社
会
に
対
す
る
報
恩
奉
仕
」
と
21

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社
会
知
性
の
開
発
」

の
理
念
の
下
、「
実
践
的
な
教
育
」
に

よ
っ
て
社
会
の
諸
課
題
を
解
決
で
き
る

人
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

未
来
を
見
据
え

学
部
再
編
構
想

　
文
部
科
学
省
答
申
「
２
０
４
０
年
に

向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
や
世
界
的
規
模
で
推
進
さ
れ
て
い

る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）」
で
は
、「
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
一
連
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
シ
ス
テ
ム
が
も
た
ら

す
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
に
よ
り
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
解
決
し
、
持
続
可
能
で
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」
と

い
う
提
案
も
な
さ
れ
、
現
在
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
的
・
政
策
的
背
景

を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
今
後
10
年
を

見
据
え
た
改
革
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
本
学
な
ら
で
は
の
価
値
の
創
出

に
向
け
、
学
部
・
学
科
改
組
を
含
む
教

育
課
程
の
再
編
、
教
育
研
究
活
動
の
活

性
化
を
目
指
し
た
改
革
を
進
め
ま
す
。

　
そ
の
第
一
歩
と

し
て
、
学
び
た
い

人
の
ニ
ー
ズ
と
社

会
か
ら
の
要
請
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
、
多
様
な
価
値

観
に
応
じ
た
教
育

課
程
の
再
編
を
早

急
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
現
時
点
で
は

22
年
４
月
ま
で
を
目
標
に
、
学
部
・
学

科
改
組
を
含
む
教
育
課
程
再
編
の
構
想

を
準
備
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

①
経
営
学
部
２
学
科
体
制
②
理
工
学
部

の
理
学
系
２
学
科
体
制
と
工
学
系
２
学

科
の
融
合
化
③
人
間
学
部
の
ス
マ
ー
ト

化
｜
｜
で
す
。

地
域
の
社
会
を

支
え
る
大
学
に

　
教
育
課
程
再
編
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
な

る
経
営
学
部
２
学
科
体
制
に
つ
い
て
、

簡
単
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

超
ス
マ
ー
ト
社
会
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・

０
）
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
地

球
規
模
で
加
速
す
る
な
か
、
本
学
は
こ

の
変
化
に
対
し
て
、
情
報
と
経
営
に
関

す
る
知
識
と
技
術
を
持
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
、
情
報
と
デ
ー
タ
を
利

用
し
て
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ア
ナ
リ
ス
ト
な
ど
の
付
加
価
値
の

高
い
人
材
を
、
社
会
に
送
り
出
す
た
め

の
教
育
研
究
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
そ

の
拠
点
と
し
て
、
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
の
設
置
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

地
域
資
源
を
利
活
用
す
る
地
域
共
生
型

の
経
営
学
科
と
、
現
実
空
間
と
仮
想
空

間
の
融
合
に
よ
り
情
報
資
源
を
新
た
に

利
活
用
す
る
全
国
区
型
の
学
科
を
経
営

学
部
に
併
設
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会

を
支
え
る
大
学
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
形

成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
石
巻
専
修
大
学
は
創
立
40
周
年
、
50

周
年
を
目
指
し
て
、
学
生
の
学
び
を
促

進
す
る
実
践
的
な
教
育
と
持
続
可
能
な

改
革
を
進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

尾池守 石巻専修大学長　 年頭の抱負

本学の価値創出へ改革推進

齋
藤
さ
ん
区
間
４
位

富
士
山
女
子
駅
伝

選
抜
チ
ー
ム
３
位

　
女
子
競
走
部
の
齋
藤
凜
さ

ん
（
経
営
１
・
宮
城
県
聖
和

学
園
高
）
が
、
12
月
30
日
に

行
わ
れ
た
全
日
本
大
学
女
子

選
抜
駅
伝
競
走
（
富
士
山
女

子
駅
伝
）
に
全
日
本
大
学
選

抜
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
出
場
し
た
。
齋
藤
さ
ん
は

長
い
直
線
コ
ー
ス
の
６
区

（
６
㌔
）
を
20
分
21
秒
の
区

間
４
位
で
駆
け
抜
け
、
チ
ー

ム
の
３
位
入
賞
に
貢
献
し

た
。

　
富
士
山
女
子
駅
伝
に
は
、

地
区
代
表
22
校
と
二
つ
の
選

抜
チ
ー
ム
が
出
場
。
大
学
日

本
一
を
目
指
し
、
７
区
間

（
43
・
４
㌔
）
を
タ
ス
キ
で

つ
な
い
だ
。

　
一
つ
一
つ
専
門
的
な
知
識
を

積
み
上
げ
て
い
っ
た
４
年
間
。

数
学
や
Ｉ
Ｔ
と
い
っ
た
自
分
が

学
び
た
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
成
長
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
佐
々
木
慶
文
准
教
授

の
研
究
室
で
、
卒
業
研
究
と
し

て
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
音
声
合
成

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
音
声

で
話
し
た
ら
面
白
い
の
で
は
と

い
う
思
い
付
き
で
し
た
。
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
テ
キ
ス
ト
を
読

み
上
げ
る
ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
卒
業
ま

で
に
し
っ
か
り
と
成
果
を
ま
と

め
た
い
で
す
。

　
内
定
先
の
ユ
ア
テ
ッ
ク
は
、

電
力
や
情
報
通
信
な
ど
の
総
合

設
備
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企

業
。
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
早

く
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作

成
な
ど
準
備
の
面
で
苦
労
し
ま

し
た
が
、
佐
々
木
准
教
授
や
進

路
支
援
室
の
熱
心
な
サ
ポ
ー
ト

の
お
か
げ
で
、
内
定
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
生
方
に
は
学
業
だ
け
で
な

く
、
進
路
な
ど
に
つ
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
で
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま

す
。

（
山
形
県
山
本
学
園
高
、
内
定

先

ユ
ア
テ
ッ
ク
）

　卒業を間近に控えた理工学部と経

営学部の４年次生２人に、大学生活

や就職活動を振り返ってもらった。
４年次生に聞く

情
報
電
子
工
学
科 

佐
々
木
一
心
さ
ん

知
識
積
み
上
げ
成
長
実
感

地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発

     

経
営
学
科  

阿
部 
凜
華
さ
ん

大川小学校跡地で語り部から話を聞く＝12月６日

生田キャンパスで意見を交わす＝12月20日

人
間
文
化
学
科
・
杉
浦
ゼ
ミ

専
大
社
会
学
科
・
嶋
根
ゼ
ミ

初
の
合
同
ゼ
ミ
実
施

　
経
営
学
部
経
営
学
科
の
学

生
が
「
ひ
が
し
ま
つ
し
ま
食

べ
メ
ッ
セ
」（
12
月
１
日
、

東
松
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
）
に
参
加
し
た
。
出

展
し
た
の
は
東
松
島
市
食
育

推
進
協
議
会
な
ど
と
共
同
で

開
発
し
た
「
東
松
島
食
育
ア

プ
リ
第
２
弾
」
と
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
株
式
会

社
、
石
巻
市
立
桜
坂
高
校
と

の
高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社
会
貢

献
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
製
作
し

た
ア
プ
リ
の
二
つ
。

　
佐
藤
夏
樹
さ
ん
（
３
年
次

・
宮
城
県
迫
桜
高
）
は
「
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が

で
き
、
喜
び
を

感
じ
た
」
と
話

し
た
。
泉
涼
さ

ん（
３
年
次
・
宮

城
県
石
巻
好
文

館
高
）は「
出
展

し
た
こ
と
で
い

ろ
い
ろ
な
意
見

を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
貴
重
な

経

験

に

な

っ

た
」と
語
っ
た
。

「
食
育
ア
プ
リ
」
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

食
べ
メ
ッ
セ
に

ア
プ
リ
を
出
展

経
営
学
科
生

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係

最新の
情報は
大学HPで。

☞


